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2019 年 3 月 3 日 

 

エッセイで下記老施協のキャリアパスの実現について何度も書かせてもらいました。 

皆様にとって、このキャリアパスの実現に伴う「働きやすい、働きがいある職場」をどう現実的に作っ

ていくかを「働きやすい」「働きがい」というキーワードで考えた事がありますでしょうか。 

 

『キャリアパスは各法人が自らの職員の確保・定着を図ることを目的に、 

職員一人ひとりが「やる気と誇り」を持って働くことができる職場づくりを行うためのものです。』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「働きやすい」とは、外発的な要因が大半を占めています。例えば労働時間の管理、福利厚生制度の充

実、産休育休が取得しやすい、などの企業側が従業員のことを考え提供する「職場環境」のことを指す

ことが多くあります。 

 

一方で、介護職員の多くは「働きやすく、快適に仕事ができるように環境を整備し、起こりがちな人間

関係のトラブルを少なくして、より良い職場にしていきたい」と思っています。つまり、人間関係のト

ラブルを少なくする事も“働きやすい”になります。 

 

「働きがい」とは、環境や条件といった要因から外発的に生まれるのではなく、仕事そのものから内発

的に生まれるもので、会社と従業員との信頼関係がある状態で、個々人が自分の意思で仕事に前向きに

取り組めることができる状態を言います。 

 

今回のエッセイのシリーズでは、この「働きやすい」「働きがい」を東海大学健康科学部社会福祉学科

准教授 阿部正昭先生の論文「介護職にとって魅力ある職場とは」を引用させていただきながら、介護

の職場に当てはめて考えていきたいと思います。 

 

62．キャリアパスの実現に向けて！－６ 
働きやすい、働きがいのある職場って何？                              

公益社団法人 全国老人福祉施設協議会のキャリアパスガイドライン（素案） 
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介護職にとって魅力ある職場とは 

 

東海大学健康科学部社会福祉学科 阿部正昭 

 

１ 介護職にとって魅力ある職場とは 

 

介護職にとって魅力的な職場とは、そこで働きたいと希望する人材が集まり、定着する職場でもあ 

ります。 

人材確保と定着の基本的な条件は、労働条件の整備ですが、介護職の多くは、職業選択の理由として、

「働きがい」も上げています。 

「働きがい」のもてる職場環境にしていくためには、専門職としての能力発揮や利用者とよい関係 

形成ができるような「働きやすい」職場環境を整備していくことが必要です。 

つまり、一定の労働条件が満たされ、次に「働きやすい」職場環境が整うことによって「働きがい」

のある魅力的な職場が創られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 職場の労働条件整備 

 

労働条件の整備は、２つの側面から行うことが必要です。 

その１つは、労働の負荷を軽減する条件整備です。介護に伴う心身負荷の軽減、休暇の取得、施設 

の物理的な環境・設備・機器等の整備があります。 

２つめは、労働の負荷に報いるための条件整備です。給与・手当等が生計を立てることが可能とな 

る水準であり、その内訳について、経営者との間に信頼があり、同僚との間で納得ができているこ 

とが大切です。 
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３ 職場の働きやすさ 

 

職場の「働きやすさ」は、①理念、②リーダーシップ、③チームワーク、④権限委譲、  

⑤人材育成の５つの条件によって構成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①理念は、組織の社会的存在理由であり、職場の働きやすさを構成する中核的な要素です。ここで 

重要なのは、理念を日常のケア、サービスにいかに具現化することができるかということです。こ 

れにより、介護職は自らのケアサービスの目的を知り、大切にすべき価値を学び、実現すべき目標 

を見いだし、実践の方法を理解することができます。 

 ②リーダーシップは、施設長個人だけに求められる能力ではなく、集団の機能として位置づけられ 

ることが大切です。マネジメントが職務に含まれるすべての職員がリーダーシップを自己の職務と 

自覚し、各種の会議や委員会が構成されて、意志決定が円滑に進むことが必要です。これにより、 

理念が組織の基本的な規範として現場に浸透し、経営者との間に信頼が生まれます。 

 ③チームワークは、リーダーシップと協働で働く機能であり、職員が仲間と支え合いの関係(連帯) 

を形成することです。ここでは、「連帯」と「馴れ合い」を明確に区別し、「連帯」を奨励し、 

「馴れ合い」を戒めることが重要です。「連帯」と「馴れ合い」の境界線は、その前提として理念 

が共有されているか否かにかかっています。 

 ④権限委譲は、介護職がその専門的な能力を発揮する上で、はずすことのできない条件です。権限 

委譲を行うためには、上司が部下を承認し、信頼していることに加え、人材育成の機会が保証されて、

目標を達成して責任を全うするための能力の習得が必要となります。 

⑤人材育成も、組織の目的を実現するうえで、不可欠な条件です。管理職、指導的職員、中堅、新 

任といった階層ごとに研修を行い、個人の自立と組織の成長の両面から体系的・計画的に実施してい 

きます。長期・短期それぞれの時間的展望をもった取り組みが求められます。 
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４ 介護職の働きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「志（こころざし：aspiration）」 

介護職の「働きがい」の中核には「志（こころざし：aspiration）」があり、明確な「志（こころ 

ざし：aspiration）」があることが職業選択とその職業を継続していく基盤となります。介護職の場合、

職業選択の時点で強い「志（こころざし：aspiration）」を持っている方と介護を継続することで強 

まっていく方がいるようです。 

 

「職業的自尊心」 

次に「働きがい」を構成する条件として、「職業的自尊心」があります。この「職業的自尊心」は、

①職務を遂行するための基礎能力の習得、②習得した能力の発揮、③利用者からの肯定的な応答と 

職場や社会貢献の手応えによって、その職業を自己の天職として自覚することによって構成されま 

す。 

 

「職業の３要素」 

「働きがい」を構成する３つめの要素は、「職業の 3 要素」といわれるものです。①専門職として 

の固有の能力発揮である「個性の発揮」、②その結果としての「役割の実現」、③「個性の発揮」と 

「役割の実現」の結果としての「生計の維持」があり、この「職業の 3 要素」が一定の均衡を保っ 

ていることが介護職の職場定着に大きな影響を与えます。 

 

「人間の活動」 

４つめの要素は、「人間の活動」といわれるもので、「労働（labor）」、「仕事（work）」、「活動（action）」

で構成されます。介護職の場合は、①「労働（labor）」は食事、排泄等の利用者の生命過程を円環 

的に支える職務、②「仕事（work）」は、利用者の ADL や QOL の向上、職場組織の成長・発展等 

の建設的な成果としてかたちに残る職務、③「活動（action）」は、利用者の意味ある生（story） 

の完成や職場組織が地域社会に貢献する歴史（history)への関与、があげられます。日常の介護実 

践において、この３つの条件が満たされることで、介護職は専門職としての介護に意味を見出すこ 

とができるようになります。 

 

介護職の「働きがい」を構成するこれらの４つの条件は、主に「志（こころざし：aspiration）」が 

個人のレベル、「職業的自尊心」が利用者との相互関係のレベル、「職業の３要素」が職場との相互 

関係のレベル、「人間の活動」が社会との相互関係のレベルを構成しており、それぞれのレベルで 

条件が満たされることによって、「働きがい」が安定し、深まっていくと考えられます。 

 

 
“東海大学 健康科学部社会福祉学科 阿部研究室 研究概要”． http://www.mars.dti.ne.jp/bxm05010/policy.html 
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ある介護職は「高齢者の命を支える仕事が楽なわけがない。責任と負担の重い大事な仕事だからこ 

そ、誇りを持って働いている」と話してくれた。介護を志す人材には、こうしたやりがいと責任感 

を強く感じて真摯に働く人が少なくない。これらの介護職の思いに応え、心身ともに健康に働ける 

職場環境をつくることが経営者の役割であり、またそれが定着率向上につながる。職員の定着率が 

上がれば技術や職員連携も年々強化され、サービスの質が向上し、それが利用者や家族、そして地 

域の信頼を得て、組織としても成長できる。職場の労働条件・働きやすさを整え、介護職の働きが 

いを高めていくことが、こうした好循環の第１歩なのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

皆様、いかがでしたか。 

うーん･･･？？？ わかったようで、よくわからないが本音ではないでしょうか。 

 

私も４ 介護職の働きがいを解読するのが難しく、実はこのエッセイで説明できない自分がいます。（汗） 

 

しかし、１ 介護職にとって魅力ある職場 ２ 職場の労働条件整備 ３ 介護職場の働きやすさ は、と

ても整理された考え方だと私は思います。 

 

介護職にとって魅力的な職場とは、そこで働きたいと希望する人が集まり、定着する職場でもあります。 

人材確保の基本的な条件は、労働条件の整備ですが、介護職の多くは、職業選択の理由として、「働き

がい」も上げています。 

 

「働きがい」のもてる職場環境にしていくためには、専門職としての能力発揮や利用者とよい関係形成

ができるような「働きやすい」職場環境を整備していくことが必要です。 

 

つまり、一定の労働条件が満たされ、次に「働きやすい」職場環境が整うことによって「働きがい」の

ある魅力的な職場が創られます。 

 

論文では、 

「働きやすさ」を、「労働条件」と「働きやすさ」に分け、専門職としての能力発揮や利用者とよい関

係形成ができるような「働きやすい」職場環境としています。 

これで「働きやすい」職場環境とは何かが明確化されました。 

 

これはとても重要な事です。 

 

整理された３の職場の働きやすさを深めていくことが、 

働きがいに繋がることで、介護職にとって魅力ある職場になります。 

 

この事を踏まえてキャリアパスの見直しをしていく事をお勧めします。 

頑張って４ 介護職の働きがい を解読して、今後のエッセイで皆様にご紹介します。 

 

今回は、阿部正昭先生の論文「介護職にとって魅力ある職場とは」のご紹介まで。 

“東海大学 健康科学部社会福祉学科 阿部研究室 研究業績”． 

論文 14．「介護職の『働きがい』と職場の『働きやすさ』」2012 年 3 月 P16 

                            http://www.mars.dti.ne.jp/bxm05010/syaron18.pdf  


